
時 講　　　義　　　内　　　容

地域公共交通活性化再生制度をどう活用するか―

～地方創生のゲートウェイ形成に向けた交通ネットワークサービスの再編と構築～

■
■  

１．富山の悲願。北陸新幹線開業！
２．新幹線開業効果VSストロー化現象
３．2次交通の目線

１．自治体が公共交通に果たすべき役割は急速に増している
２．計画・戦略は必須。場当たり的取組みでは対応できない
３．間違いだらけの計画策定方法。まず目的を明確に
４．シンプルでいい。関係者がみな共感できる内容を
５．キモはメリハリとＰＤＣＡ
６．公共交通再生は地方創生のゲートウェイ

４．市内地域公共交通の現状
５．地域公共交通網形成計画

地域公共交通網形成計画・再編実施計画策定の方法
　　　　　～協議会を活用し、持続可能な公共交通網を地域のみんなでつくり出す～

〔富山・黒部市〕まちづくりと連動した地域公共交通網の形成
　　　　　　　　　　　　 ～新幹線開業を生かした交通まちづくりへの取組み～
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【交通事業者】地域まちづくりによる路線バス事業再生
　　　　　               ～事業者の地域交通ネットワーク構築への取組み～
1．データによるバス事業の見える化とは
2．バス事業の改善目的は何か？（日高市）
3．見える化とアイデアによるバス事業改善（ときがわ町）
4．地域公共交通網形成計画をどう生かすか？（東秩父村小さな拠点構想）
5．観光マーケットがバス事業を活性化させる


